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第
二
回
定
例
村
議
会
開
催

　
森
林
を
見
な
お
そ
う
…
…

　
着
々
進
む
ほ
場
整
備
…
：

容
岡
田
さ
ん
に
紺
授
褒
章
…

内
　
参
議
院
選
挙
結
果
…
：
：

な
　
同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ
e
…

も
　
年
金
・
税
務
コ
ー
ナ
ー
…

お
　
よ
い
こ
の
作
品
…
…
…
：

　
駐
在
所
コ
ー
ナ
ー
…
…

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
事
故
を

　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う
…
…

7）’（6）（5）（4）（4）（4）（3）（3）（2

：
・
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しいな！水遊び

1所の時の23名から44名にふえて
の緑に賑やかな笑い声をこだまさせ
す。

澗のたっのも忘れて、金魚やパンダ

、水をかけあったりして、保母さん

．いわれてもなかなかプールから出た

楽
鍵
麗
紘
臆
1かり整い、　「もっと人数がふえると

さん達は話しあっております。

　江南保育所

毎日元気よく

飛びまわうて

　特に水遊び

のお舟を泳が

から、あがる

がらない状態

　遊具や設備

いいなあ。」～

（8月1日現在）1，864　面積…22．34平方キロ世帯8，337（男4，129女4，208）＜村勢＞総人ロ
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稚
蚕
飼
育
所
の
助
成
決
ま
る

昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
総
額

は
、
三
百
六
十
五
万
七
千
円
で
、
そ
の

う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て
で
す
が
、
農

業
振
興
費
と
し
て
、
南
北
稚
蚕
共
同
飼

育
所
へ
の
補
助
金
石
五
十
万
円
、
そ
の

他
保
育
所
費
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
は
、
村
税
の

増
加
分
を
あ
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及

　
び
災
害
援
護
資
金
の
貸

　
付
け
に
関
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
の
内
容
は
、
暴
風
雨
等
の

自
然
災
害
に
よ
り
、
死
亡
し
た
遺
族
に

対
す
る
弔
慰
金
を
支
給
し
、
ま
た
被
害

を
受
け
た
世
帯
主
に
対
し
援
護
資
金
の

貸
付
け
を
行
い
、
た
ち
な
お
り
の
手
だ

す
け
を
す
る
た
め
に
、
設
け
ら
れ
ま
し

た
．
　
母
子
健
康
セ
ン
タ

　
　
　
－
使
用
料
手
数
料

　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
こ
の
条
例
改
正
は
、
最
近
の

　
　
人
件
費
・
物
件
費
の
上
昇
に
よ

り
　
や
む
を
え
ず
使
用
料
を
改
正
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
に
福
田
氏
再
選

　
村
の
監
査
委
員
（
学
識
経
験
者
選
出
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
三
ケ
年
に
わ

た
り
、
経
験
さ
れ
た
福
田
茂
氏
（
大
字

成
沢
三
八
六
）
が
議
会
の
同
意
が
得
ら

れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
島
金
属
の
産
業
廃
棄

　
物
に
つ
い
て
の
陳
情

．
小
江
川
区
長
名
を
も
っ
て
陳
情
の
あ

っ
た
松
島
金
属
の
産
業
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
議
会
終
了
後
、
産
業
委
員

会
・
土
木
委
員
会
委
員
に
よ
り
、
現
場

（
大
字
板
井
）
を
視
察
し
、
そ
の
臭
気

の
ひ
ど
さ
や
被
害
状
況
を
確
認
し
、
同

工
場
と
交
渉
す
る
一
方
、
県
の
関
係
機

関
に
依
頼
し
調
査
分
析
を
行
い
、
投
棄

を
許
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
回
臨
時
議
会

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

こ
の
税
条
例
の
改
正
は
、
主
に
税
率

の
改
正
及
び
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
と

み
な
し
世
帯
主
に
、
対
す
る
減
額
対
象

が
所
得
割
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
資

産
割
に
つ
い
て
も
減
額
対
象
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
紙
五
ぺ
ー
ジ
に
く
わ
し
く
お

知
ら
せ
し
て
み
り
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
陳
情

　
塩
区
長
名
を
も
っ
て
、
当
字
久
保
谷

沼
下
、
六
町
五
反
歩
に
つ
い
て
、
ほ
場

整
備
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
産
業
委
員
会
に
付
託
と
な
り
ま
し

た
。　

電
に
よ
る
農
作
物
の

　
　
被
害
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
委
員
会

　
六
月
二
日
午
後
七
時
五
十
分
か
ら
低

時
三
十
分
ま
で
、
村
全
域
に
電
が
ふ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
六
月
三
日
午
前
九
時

に
産
業
委
員
会
を
召
集
し
、
村
全
域
に

わ
た
っ
て
農
作
物
の
被
害
状
況
を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
板
井
・
須
賀
広
・
小
江
川
な

ど
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
　
下
表
は
推
定
被
害
数
量
で
す
。

▼
写
真
は
、
新
芽
を
打
ち
く
だ
か
れ
た

　
桑
園

作
物
名

被
害
面
積

減
　
収
　
量

麦
類

九
八
也

二
〇
一
、
六
〇
〇
㎏

果
樹

五
〇
恥

四
、
二
〇
〇
㎏

桑

五
〇
肱

八
八
八
、
○
O
O
㎏

野
菜

一
〇
出

二
四
四
、
○
○
○
㎏

合
計

二
〇
八
恥

一
、
三
三
七
、
八
○
○
㎏

　
＊
季
節
の
話
題

防
災
の
日
’
（
九
月
，
一
日
）

　
庭
で
は
、
虫
の
声
が
し
の
ぎ
や
す
く

な
っ
た
事
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

”
新
涼
の
秋
”
で
す
が
、
沁
月
は
台
風

シ
ー
ズ
ン
で
毎
年
必
ず
日
本
の
ど
こ
か

え
上
陸
し
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
す
。

　
日
本
の
気
象
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

変
化
が
は
げ
し
い
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、
高
低
気
圧
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

通
る
中
緯
度
に
あ
っ
て
大
陸
と
太
平
洋

の
境
目
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
自
然
災
害
の
種
類
も
多

く
、
台
風
を
筆
頭
に
冷
害
・
干
害
・
地

震
・
火
山
爆
発
な
ど
災
害
と
名
の
つ
く

も
の
の
全
部
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。

　
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心

構
え
を
ふ
だ
ん
か
ら
準
備
し
よ
う
と
、

九
月
一
日
を
「
防
災
の
日
」
と
決
め
ま

し
た
。

　
決
め
た
理
由
は
、
大
正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
の
こ
の
日
、
関
東
大
震
災
を

記
念
し
た
も
の
で
す
。

　
も
と
も
と
こ
の
日
は
「
震
災
記
念
日
」

と
呼
ば
れ
て
、
東
京
で
は
、
毎
年
し
め

や
か
に
法
要
が
い
と
な
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
震
災
を
ご
存
じ
の
方
は
も
う

少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
日
午
前

十
一
時
五
十
八
分
、
相
模
湾
北
部
を
震

度
七
・
九
の
地
震
が
発
生
し
関
東
｝
円

で
死
者
十
万
以
上
、
焼
失
家
屋
四
十
六

万
戸
以
上
の
大
被
害
を
う
け
ま
し
だ
。

　
東
京
で
は
、
三
日
二
晩
燃
え
続
き
、

下
町
地
区
で
は
、
避
難
民
が
本
所
の
当

時
の
陸
軍
被
服
廠
に
逃
げ
込
ん
だ
と
こ

ろ
へ
旋
風
が
吹
き
つ
け
、
一
ケ
所
で
三

万
人
が
焼
死
し
た
と
あ
り
ま
す
。

○
○

」
、
）
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み
ど
り
こ
く
静
か
な
森
の
中
に
た
た

ず
む
と
な
ぜ
か
必
が
落
ち
つ
い
て
く
る
。

人
間
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自

然
の
無
言
の
圧
力
を
感
ず
る
か
ら
で
あ

る
。
　
昔
は
森
林
が
我
々
の
生
活
に
不
可
欠

な
燃
料
の
供
給
源
と
し
て
又
営
農
に
必

要
な
堆
肥
の
材
料
源
と
レ
て
大
き
な
恩

恵
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
社
会
情
勢
・

経
済
情
勢
の
変
化
、
燃
料
革
命
等
に
よ

っ
て
土
地
売
却
は
別
と
し
て
、
年
間
の

通
常
所
得
が
生
じ
な
く
な
っ
て
き
た
。

森
林
な
ん
か
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
必

要
な
い
と
い
う
気
持
が
支
配
的
で
あ
る
。

所
得
の
な
い
所
必
然
的
に
森
林
が
荒
れ

て
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
畑
知
事
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ

る
み
ど
り
と
清
流
、
か
け
が
え
の
な
い

地
球
、
み
ど
り
を
守
ろ
う
と
い
う
気
運

が
全
世
界
的
に
た
か
ま
っ
て
い
る
。
林

野
庁
の
「
み
ど
り
の
効
用
調
査
↑
に
よ

る
と
こ
の
中
で
森
林
の
は
た
す
役
わ
り
．

を
数
字
で
と
ら
え
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て

の
人
の
財
産
と
な
る
で
あ
ろ
う
森
林
の

姿
を
も
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
森
林
の
公
的
意
義
と
価
値
に
つ

い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。
地
球
の
四
分
の

一
が
陸
地
、
そ
の
三
分
の
一
が
森
林
で

江
南
村
森
林
組
合
長

あ
る
。
日
本
の
森
林
は
こ
の
ご
く
一
部

で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
森
林
で
さ
え

お
金
に
な
お
す
と
、
年
間
十
二
兆
八
千

二
百
億
円
と
い
う
大
き
な
も
の
で
、
日

本
の
国
家
予
算
に
相
当
す
る
は
た
ら
き

を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
わ

け
は
七
つ
の
要
素
に
わ
か
れ
て
い
る
が

江
南
村
に
特
に
関
係
の
深
い
部
分
を
と

ら
え
て
見
た
い
。
第
一
に
水
資
源
か
ん

養
機
能
で
あ
惹
。
当
村
の
各
地
に
点
在

す
る
も
の
で
あ
り
、
乱
開
発
に
よ
っ
て

森
林
が
な
く
な
っ
た
ら
干
上
り
農
業
用

水
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
和

田
川
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
一
例
と

馬
場
　
一
衛

し
て
私
の
所
有
す
る
山
林
が
大
沼
の
水

源
地
で
も
あ
る
。
第
二
に
酸
素
供
給
、

大
気
浄
化
機
能
で
あ
る
。
植
物
の
同
化

作
用
に
よ
る
酸
素
供
給
料
は
年
間
五
千

二
百
万
ト
ン
、
炭
酸
ガ
ス
吸
収
量
は
六

千
九
百
万
ト
ン
で
五
千
二
百
万
ト
ン
の

酸
素
を
市
価
で
買
う
場
合
年
聞
四
兆
八

千
億
円
と
な
る
。
江
南
村
が
国
保
の
受

診
率
が
低
い
の
も
森
林
が
存
在
す
る
事

に
よ
う
て
空
気
が
よ
く
、
環
境
に
め
ぐ

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
外
に
原

因
が
見
あ
た
ら
な
い
。

　
東
京
に
人
口
約
一
千
百
万
人
住
ん
で

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
僅
か
の
み
ど
り
が

残
ざ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
が
な
く

な
っ
た
ら
人
は
す
め
な
く
な
る
と
の
事

で
す
。
第
三
に
保
健
休
養
機
能
で
あ
る
。

海
に
山
に
の
合
言
葉
、
世
は
正
に
レ
ジ

ャ
i
時
代
で
あ
る
。
当
社
に
も
観
光
協

会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
宗

を
な
す
も
の
は
森
林
が
あ
っ
て
の
観
光

で
あ
り
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り

野
鳥
の
さ
え
ず
り
で
あ
る
。
森
林
が
な

か
っ
た
ら
観
光
協
会
の
存
在
は
意
昧
が

な
い
有
名
無
実
と
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
野
鳥
獣
保
護
機
能
で
あ
る
。
申

す
ま
で
も
な
く
害
虫
を
食
べ
自
然
の
擦

理
を
守
り
有
機
的
に
自
然
の
バ
ラ
y
ス

を
保
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
森
林

そ
の
も
の
の
存
在
は
社
会
的
な
も
の
で

あ
り
、
社
会
全
体
が
利
益
を
得
る
わ
け

だ
か
ら
森
林
の
造
成
や
維
持
・
管
理
に

必
要
な
費
用
の
一
部
は
社
会
も
当
然
分

担
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
又
、
静
寂
な
森
林
の
中
に
不
法
な
ゴ

ミ
の
な
げ
す
て
な
ど
に
よ
り
美
観
を
そ

F
こ
ね
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
さ
れ
る
の
は
ま

こ
と
に
困
っ
た
事
で
す
。
森
林
は
み
ん

な
の
も
の
で
あ
渇
。
一
人
一
人
が
皆
心

が
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
人
は

あ
ま
り
に
も
あ
た
り
ま
え
の
事
、
普
通

の
事
に
な
れ
す
ぎ
て
、
め
ぐ
ま
れ
る
と

人
間
生
存
の
本
質
・
問
題
の
原
点
を
見

失
い
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

こ
そ
森
林
の
価
値
を
再
確
認
す
べ
き
時

で
あ
る
。

　
着
々
進
む

　
　
　
　
　
ほ
場
整
備

　
昭
和
四
十
一
年
度
よ
り
着
手
い
た
し

ま
し
た
「
ほ
場
整
備
事
業
」
は
、
四
十

八
年
度
ま
で
に
、
二
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
耕
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
は
、
農
道
の
巾
は
狭
く
、
曲
り

も
多
く
、
又
、
農
地
は
形
状
も
悪
い
う

え
に
小
区
画
で
、
道
路
に
接
し
な
い
農

地
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
ほ
場

は
二
〇
～
三
〇
ア
ー
ル
区
画
と
な
り
、

農
道
は
、
四
メ
ー
ト
ル
以
上
に
整
備
さ

れ
、
耕
地
は
集
団
化
し
大
型
機
械
の
導

入
も
で
き
、
農
業
の
近
代
化
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
道
も
遂
次
舗

装
を
進
め
、
農
業
経
営
の
合
理
化
に
向

け
て
着
々
進
ん
で
お
り
ま
す
。

6
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院選挙投開票結果
26．55％上まわる
議
を
参
回

　
　
前

　
当
巳
は
、
雨
も
よ
う

の
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
有
権
者
の
か

た
が
た
の
関
心
は
高
く

午
後
七
時
の
締
切
り
に

は
、
四
千
五
十
二
人
が

投
票
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
投
票
率
の
最
高

だ
っ
た
投
票
所
は
、
第

三
投
票
所
（
板
井
・
宝

光
寺
）
で
七
四
・
六
〇

％
で
し
た
。

　
男
女
別
の
投
票
率
は

男
、
七
四
・
九
九
％
、

女
、
六
九
・
六
一
％
で

男
性
の
投
票
率
が
女
性

を
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
開
票
は
、
翌
日
午
前

七
時
か
ら
役
場
会
議
室

馨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診

馨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診

奮
褒
義
に
従
っ
霜
授
轟

経
章
が
授
与
さ
れ
、
七
月
三
十
日
に
参

辮矯縫麗燵駄㌧

琿
奪
祉
奪
導
導
導
難
導
導
裡
祉
靴
薬

馨
岡
田
さ
ん
に
　
　
診

灘
　
紺
授
褒
島

罫
年
の
看
江
南
璽
島

馨
の
新
校
舎
落
成
記
念
に
、
各
教
室
薄

　　、ー

（
百
万
円
相
当
）
を
寄
　
　

　
付
さ
れ
た
大
字
野
原
の

　
岡
田
定
一
さ
ん
に
、
こ
の
た
び
国

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

投　　　票　　　結　　　果

投票区 投票所 当日の
有権者 投票者 投票率

第　1
総合セン
ター内

男　　576
女　　616

434
454
75．34％
73．70

第　2
北小体育
館内

男　　621
女　　621

476
422
76．65
67．95

第　3 宝光寺内 男　　536女　　590
410
430
76．49
72．88

第　4
南・」・体育

館内
男　　534
女　　571

404
365
75．65
63．92

第　5 坂上公民館内
男　　472
女　　472

330
327
69．91
69．27

合　　　計 男2，739
女2，870

2，054
1．998－

74．99、

69．61

地
方
区
開
票
結
果
（
得
票
順
）

上
原
正
吉
（
自
民
党
）

せ
や
英
行
（
社
会
党
）

大
成
正
雄
（
自
民
党
）

和
田
清
志
（
公
明
党
）

飯
塚
博
之
（
共
産
党
）

高
木
要
治
（
無
所
属
）

全
国
区

　
　
　
　
ま
で
掲
載
）

987654321

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉v’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い’、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノw臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w脇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　）’琉　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　w’　　　　　　　　　　　　　　へ｝へ’　　　　　　　　　　　　　、’り　　　　　　　　　　　》w　　　　　　　　　　－　　　　　　　　v酬　　　　　　　！ヤ　　　　　　■v【　　　　　　超　　　　　芦A　　　　v’肱　　！’、犀　㌧・’w．v

同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ

（）

五
三
六
票

一
〇
五
票

五
四
三
票

一
、
翌
饗

二
九
九
票
v

（
得
票
総
数
の
多
い
順
に
十
名

四
八
票

　
　
　
W

　
　
　
W

　
　
　
V

鈴
木
一
弘
（
公
）
　
　
四
五
二
票

宮
田
輝
（
自
）
　
二
五
八
票

立
木
　
洋
（
共
）
　
　
一
七
九
票

松
本
英
一
（
社
）
　
　
一
七
七
票

岡
田
　
広
（
自
）
　
　
一
六
七
票

青
島
幸
男
（
無
）
　
　
一
四
八
票

迫
水
久
常
（
自
）
　
　
、
一
四
五
票

長
田
裕
二
（
自
）
　
　
一
三
三
票

福
島
つ
ね
は
る
．
（
自
）
一
一
五
票

／
、
・
、
■
、
♂
、
’
、

1
古
代
身
分
制
度
ー

　
現
在
、
国
民
的
課
題
と
し
て
早
期
解

決
が
叫
ば
れ
て
い
る
同
和
問
題
ー
こ

れ
を
村
民
ひ
と
り
び
と
り
の
問
題
と
し

て
受
け
と
め
、
理
解
を
深
め
て
解
決
を

は
か
る
た
め
、
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県

連
事
務
局
と
県
の
ご
協
力
に
よ
り
、
同

和
対
策
シ
リ
ー
ズ
と
題
し
て
、
毎
号
解

説
を
沿
届
け
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
部
落
は
、
い
ま
か
ら
一
二
～
四
百
年
前

の
江
戸
時
代
初
期
に
形
づ
く
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
制
度
的
に
身
分
制
度
が
つ

く
ら
れ
た
近
世
初
頭
以
前
に
も
種
々
の

か
た
ち
で
社
会
的
に
差
別
を
受
け
た
人

び
と
は
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
現
在
の
部
落

の
人
び
と
と
は
ま
っ
た
く
つ
な
が
り
ま

せ
ん
が
、
今
回
は
、
近
世
以
前
の
差
別

10

　
鳩
山
威
一
郎
（
自
）
　
一
〇
〇
票

　
予
想
以
上
の
高
い
投
票
率
で
第
十
回

参
議
院
通
常
選
挙
は
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
有
権
者
各
位
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
今
後
の
選
挙
に
対
し
ま
し
て
も

格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
（
江
南
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
住
ま
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
「

　
　
古
代
日
本
に
階
級
社
会
が
生
ま
れ
た
　
　
散
所
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
こ
こ
に
住
む
人

　
弥
生
時
代
の
末
ご
ろ
、
す
で
に
身
分
差
　
　
び
と
を
「
散
所
の
民
」
と
い
い
社
会
か
ら

　
別
は
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
大
　
　
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
化
の
改
新
の
と
き
、
民
衆
を
支
配
す
る
　
　
　
こ
う
し
て
平
安
時
代
後
期
に
は
、
あ

　
た
め
、
人
民
を
良
民
と
賎
民
に
分
け
る
　
　
ら
た
な
社
会
的
賎
視
を
受
け
る
特
定
の

　
身
分
制
度
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
　
　
集
団
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
決

　
が
制
度
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
最
初
で
す
。
　
し
て
国
の
法
律
や
制
度
と
し
て
正
式
に

　
　
賎
民
に
は
、
政
府
に
隷
属
す
る
官
戸
　
　
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
陵
戸
、
官
奴
碑
と
貴
族
に
支
配
さ
れ
た
　
　
で
す
か
ら
身
分
が
世
襲
さ
れ
る
と
か
、

　
家
人
、
私
奴
脾
が
お
り
、
な
か
で
も
私
　
　
職
業
や
移
転
の
自
由
が
ま
っ
た
く
奪
わ

　
奴
碑
は
賎
民
の
最
下
層
に
お
か
れ
、
ひ
　
　
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
い
差
別
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
点
、
古
代
身
分
制
度
と
は
ま
っ

　
　
こ
の
古
代
身
分
制
度
は
、
平
安
時
代
　
　
た
ぐ
性
格
が
違
い
ま
す
。

　
に
は
い
り
ま
す
と
、
律
令
制
度
の
基
礎
　
　
　
同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
古
代
賎
民

　
で
あ
る
班
田
制
が
く
ず
れ
、
寺
社
や
貴
　
　
身
分
の
子
孫
だ
と
い
う
考
え
を
持
つ
人

　
族
が
私
有
地
を
ひ
ろ
げ
て
荘
園
が
つ
く
　
　
が
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
は

　
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
く
ず
れ
て
い
き
　
　
ま
っ
た
く
閤
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

　
ま
し
た
。
そ
う
し
て
平
安
時
代
中
期
に
　
　
る
で
し
ょ
う
。

　
は
、
古
代
身
分
制
度
は
な
く
な
っ
て
し
嚇
郎
肇
糞
染
染
染
染
張
染
張
染
染
柔
張
染

ま
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
節
水
に
ご
協
力
を

　
　
古
代
身
分
制
度
は
消
滅
し
ま
し
た
が
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
道
　
課

　
こ
の
時
代
に
も
荘
園
の
領
主
な
ど
に
支
一

　
配
さ
れ
た
人
び
と
の
な
か
に
は
、
底
辺
鼎
　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
と
、
水
の
使
用

　
に
あ
え
ぐ
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
　
　
w
〔
量
が
急
増
し
、
全
部
の
ポ
ン
プ
を
「
フ

　
　
律
令
制
下
の
重
い
課
税
か
ら
の
が
れ
㎜
ル
」
．
回
転
し
て
も
、
高
台
地
区
や
一
部

　
る
た
め
、
荘
園
に
逃
げ
込
ん
だ
農
民
や
噸
で
断
水
が
お
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
奴
脾
、
貴
族
や
寺
社
の
ち
か
く
で
清
掃
㎜
　
し
か
し
現
在
の
施
設
能
力
で
は
、
こ

や
未
運
搬
、
警
備
、
手
工
業
の
課
れ
呈
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
．

　
工
な
ど
の
雑
役
に
従
事
し
た
人
び
ど
は
吟
　
断
水
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め

　
し
い
た
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
｝
　
に
は
皆
さ
ん
の
節
水
に
対
す
る
ご
協
力

の
人
び
と
は
、
荘
園
の
雰
の
荒
地
や
　
と
ご
理
解
を
い
た
だ
く
ほ
か
あ
り
ま
せ

　
日
陰
、
あ
る
い
は
河
川
の
流
域
な
ど
に
噸
恥
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（

（

九
月
か
ら
年
金
額
が
引
き
上
げ

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

思
い
が
け
な
い
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
あ
る
い
は
、
ご
主
人
に
死
別
し
た

と
き
に
年
金
が
支
給
さ
れ
、
安
定
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
所
得
を
保
障
し

て
く
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
は
、
年
々
改

善
さ
れ
充
実
が
は
か
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
本
年
も
次
の
と
お
り
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

1
福
祉
年
金

　
①
年
金
額
の
引
き
上
げ
（
九
月
か
ら
）

　
○
老
齢
福
祉
年
金

　
　
　
月
額
五
千
円
が
七
千
五
百
円
に

　
○
障
害
福
祉
年
金
（
一
級
）

　
　
　
月
額
七
千
五
百
円
が
一
万
一
千

　
　
　
三
百
円
に

　
○
障
害
福
祉
年
金
（
二
級
）

　
　
　
月
額
五
千
円
が
月
額
七
千
五
百

　
　
　
円
に

　
○
母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年
金

　
　
　
月
額
六
千
五
百
円
が
月
額
九
千

　
　
　
八
百
円
に

　
○
老
齢
特
別
給
付
金

　
　
　
月
額
四
千
円
が
五
千
五
百
円
に

⑭
支
払
の
特
例

　
　
　
各
福
祉
年
金
及
び
老
齢
特
別
給

　
　
　
付
金
の
九
月
期
の
支
払
は
、
従

　
　
　
来
五
月
分
か
ら
八
月
分
ま
で
の

　
　
　
四
ヵ
月
分
が
支
払
わ
れ
て
き
ま

　
　
　
し
た
が
、
今
年
度
に
限
り
九
月

　
　
　
分
を
含
め
た
五
ヵ
月
分
が
支
払

　
　
　
わ
れ
ま
す
。

2
拠
出
年
金

　
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
実
施
（
九
月
か

　
ら
）

　
年
金
額
の
実
質
価
値
を
維
持
す
る
た

　
め
、
拠
出
制
国
民
年
金
の
年
金
額
を

　
四
十
八
年
度
の
物
価
上
昇
率
一
六
・

　
一
％
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
増
額
い
た
し

　
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
と
も

　
な
っ
て
、
保
険
料
は
、
五
十
年
一
月

　
か
ら
月
額
一
千
百
円
（
四
十
九
年
十

　
二
月
ま
で
九
百
円
）
に
改
定
さ
れ
ま

　
す
。国
民
年
金
で

ゆ
た
か
な
老
後
を

　
九
月
十
五
日
は
、
　
「
敬
老
の
日
」
で

す
。　
こ
の
日
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
社
会

に
尽
し
て
き
た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
老
後
の
生
活

を
明
る
く
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

老
人
福
祉
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ

う
と
い
う
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。　
最
近
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
著
し

く
伸
び
、
男
七
十
・
女
七
十
五
歳
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
寿
命
が
伸
び
る
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
お
年
寄
を

と
り
ま
く
生
活
環
境
は
変
り
、
老
後
の

生
活
を
考
え
る
と
、
け
っ
し
て
安
閑
と

し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
安
定
し
た
老
後
生
活
を
お
く

る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
所
得

を
保
障
し
て
く
れ
る
年
金
制
度
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
老
後
が
お
く
れ
る
よ
う
に

と
、
い
ま
ま
で
年
金
制
度
の
な
か
っ
た

農
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自

営
業
の
人
た
ち
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
な
ど
を
対
象
に
昭
和
三
十
四
年

に
で
き
た
年
金
制
度
で
す
。

　
「
敬
老
の
日
」
に
あ
た
っ
て
老
後
の

こ
と
を
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾

　
◎
出
生
届
け
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
出
生
し
た
時
か
ら
、
、
、
満
一
歳
に
な
る

月
末
ま
で
の
間
、
乳
児
の
医
療
費
が
全

額
無
料
に
な
る
「
乳
児
医
療
費
無
料
制

度
」
は
昨
年
七
月
か
ら
実
施
“
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
実
施
さ
れ
て
か
ら
甘
が

浅
い
た
め
か
、
こ
の
制
度
に
づ
い
て
ご

旨■

（

（

4

課
税
限
度
額
が
十
二
万
円
に

　
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
の
急
激
な
上
昇
に
伴
い

前
年
に
対
し
て
、
、
三
十
五
％
増
の
三
千

三
百
八
十
六
万
七
千
円
を
予
算
に
組
み

入
れ
ま
し
た
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
す
で

に
四
月
・
六
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
保

険
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
昨
年
度
の
資
料
に
基
づ
い

て
仮
に
課
税
さ
れ
た
額
で
あ
り
、
こ
と

し
の
課
税
資
料
が
確
定
す
れ
ば
、
当
然

そ
れ
に
見
合
っ
た
額
に
修
正
の
う
え
、

三
期
分
か
ら
本
年
度
の
税
率
で
課
税
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

那

　
国
民
健
康
保
険
法
の
準
用
規
定
に
よ

る
と
、
保
険
税
の
率
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
条
例
に
よ
っ
て
毎

年
適
正
な
課
税
が
行
な
え
る
よ
う
な
仕

組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

存
知
で
な
い
か
た
や
、
手
続
を
行
な
わ

な
い
か
た
が
見
受
ら
れ
ま
す
。

◎
　
出
生
届
を
す
る
と
き
必
ず
次
の
も

の
を
ご
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
手

続
を
か
ん
た
ん
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
、

　
　
｝
、
保
険
　
証

　
　
二
、
印
　
か
　
ん

ρ
◎
児
童
手
当
七
片
分
が
ぢ
増
額

　
今
ま
で
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人
に

つ
き
月
額
三
千
円
の
児
童
手
当
額
で
し

た
が
、
こ
の
十
月
分
か
ら
月
額
四
千
円

に
増
額
に
な
り
ま
す
。
　
（
住
民
課
）

改正された税率
区　　分 本年度 前年度

所得割額「
1．00 1．21

100 100
資産割額

18．60 15．10

lOO 100
均等割額 1人につき

3，550円一
1人にっき
Z650円

平等割額
1世帯にっき

5，190円

1世帯にっき

4，060円

　
ま
た
、
国
保
税
の
課
税
限
度
額
八
万

円
が
十
二
万
円
に
。

　
低
所
得
者
世
帯
に
対
す
る
軽
減
額
も

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

』
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・
の
晶

焔
作
0

よ
み
い
ち
ゃ
ん

　
江
南
北
小
　
三
の
一

　
　
　
　
　
内
山
俊
彦

　
ぼ
く
の
家
に
は
、
よ
そ
か
ら
あ
ず
か

っ
て
い
る
子
が
い
ま
す
。
名
ま
え
は
、

し
ば
や
ま
緑
君
と
い
っ
て
、
一
歳
と
四

，
ヵ
月
で
す
。
お
と
う
さ
ん
も
お
か
あ
さ

ん
も
お
つ
と
め
な
の
で
、
朝
七
時
四
十

分
ご
ろ
来
て
、
夕
方
六
時
ご
ろ
帰
っ
て

・
行
き
ま
す
。

　
み
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
せ
わ
を
し
て
い
ま
す
が
、
み

　
　
　
　
　
　

い
ち
ゃ
ん
の
家
の
車
と
同
じ
車
を
見
る

と
、
　
「
パ
パ
、
パ
パ
凶
と
い
っ
て
指
を

さ
し
ま
す
。
ぼ
く
が
い
な
い
時
は
、
大

き
な
声
を
出
し
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
一
年
生
の
弟
が
給
食
の
パ
ン
を

と
き
ど
き
の
こ
し
て
帰
る
の
で
、
　
「
パ

　
ン
、
パ
ン
凶
と
い
っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を

あ
け
て
み
た
り
し
ま
す
。

　
ぼ
く
が
学
校
か
ら
帰
る
と
、
う
れ
し

そ
う
な
顔
を
し
て
、
　
「
と
っ
た
ん
、
と

　
っ
た
ん
已
と
い
い
な
が
ら
、
と
こ
と
こ

早
歩
き
の
よ
う
な
足
で
、
ぼ
く
の
そ
ば

　
に
来
ま
す
。
ぼ
く
が
、
か
ば
ん
を
お
き

　
に
勉
強
べ
や
へ
行
く
と
、
み
い
ち
ゃ
ん

も
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
と
を
つ
い
て
き

ま
す
。
そ
し
て
、
い
す
に
す
わ
る
ん
だ

と
い
う
よ
う
に
、
「
の
ん
の
、
の
ん
の
凶

と
い
い
な
が
ら
、
い
す
を
指
さ
し
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
の
い
う
こ
と
ば
は
、
よ
く

わ
か
る
よ
う
で
す
が
、
み
い
ち
ゃ
ん
の

　
い
う
こ
と
ば
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
ぼ
く
た
ち
に
話
し
か
け
る
よ
う

に
向
い
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
い
っ

て
い
ま
す
。
み
い
ち
ゃ
ん
の
い
う
こ
と

は
、
「
マ
ン
マ
已
は
、
ミ
ル
ク
や
ご
は

ん
の
こ
と
。
　
「
ブ
ー
ブ
ー
」
は
、
自
動

車
。
　
「
ね
ん
ね
」
と
い
う
と
き
は
ね
む

く
な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
ま
た
「
の

・
ん
の
」
』
は
何
か
に
乗
る
と
い
う
い
み
で

す
。
あ
と
、
　
「
パ
パ
、
マ
マ
已
は
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　
み
い
ち
ゃ
ん
は
、
ど
こ
か
い
た
く
な

　
っ
た
ほ
か
は
、
な
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昼
寝
を
し
て
お
き
た
時
も
、
一

人
で
し
ょ
う
じ
を
あ
け
て
出
て
き
ま
す
。

家
の
中
で
あ
そ
ぶ
の
が
あ
き
る
と
、
庭

　
へ
出
て
、
ぼ
く
や
弟
が
あ
そ
ん
で
や
る

と
、
と
て
も
よ
ろ
こ
び
ま
す
。

　
し
か
し
、
わ
が
ま
ま
を
時
々
い
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
ぼ
く
た
ち
に
あ
ま
え
る

　
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
こ
の
前
、
ぼ
く
が
ジ
ュ
ー
ス
を
の
ん

　
で
い
る
と
き
、
み
ん
な
の
ん
で
し
ま
っ

た
あ
と
で
、
み
い
ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
も
の

　
む
ん
だ
と
わ
が
ま
ま
を
い
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
あ
ん
ま
り
わ
が
ま
ま
を
い
う

，
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
プ
リ
ン
を
持
『

●
／
雛

磯・

っ
て
来
て
、
　
「
あ
い
よ
已
と
い
っ
て
わ

た
し
て
も
、
た
た
み
の
上
に
ね
っ
こ
ろ

が
っ
て
、
な
き
そ
う
な
顔
で
わ
が
ま
ま

を
い
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ぼ
く
は
少

し
の
こ
し
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

　
夕
方
、
パ
パ
ど
マ
マ
が
む
か
え
に
来

て
も
、
帰
る
の
を
い
や
が
る
時
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
、
ぼ
く
は
み
い
ち
ゃ
ん

が
ぼ
く
の
弟
だ
っ
た
ら
な
あ
、
あ
ん
な

に
家
に
帰
る
の
を
い
や
が
ら
な
く
て
も

い
い
の
に
な
あ
、
と
か
わ
い
そ
う
に
思

い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
み
い
ち
ゃ
ん
が
と
っ
て
も

す
き
で
す
。
ど
ん
な
に
わ
が
ま
ま
を
い

っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
か
わ
い
い
し
、
お

も
し
ろ
い
で
す
。
み
い
ち
ゃ
ん
は
、
い

つ
ま
で
ぼ
く
の
家
に
い
る
の
か
な
あ
。

初
め
て
の
田
植
え

　
江
南
北
小
　
六
の
二

　
　
　
　
　
橋
本
す
み
子

田
植
え
ど
き
な
の
で
、
家
の
ま
わ
り

は
、
こ
う
う
ん
機
が
朝
早
く
か
ら
し
き

り
に
通
っ
て
ど
て
も
に
ぎ
や
か
だ
。

　
わ
た
し
も
田
植
え
が
し
た
い
け
ど
、

わ
た
し
の
家
は
農
家
で
な
い
の
で
で
き

な
い
。

　
六
月
二
十
二
日
、
お
ば
あ
さ
ん
の
家

か
ら
、
　
「
田
植
え
で
忙
し
い
か
略
、
手

伝
い
に
き
て
く
れ
凶
と
い
う
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
わ
た
し
は
田
植
え
が
で

き
る
と
思
い
、
う
れ
し
く
な
り
次
の
日

つ
い
て
行
く
こ
と
に
決
め
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
は
先
に
、
後
か
ら
お
と

う
さ
ん
と
わ
た
し
で
行
っ
た
。
お
か
あ

さ
ん
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
行
け
ば
す

ぐ
ど
こ
の
田
ん
ぼ
か
わ
か
る
と
思
い
行

っ
て
み
た
が
、
田
ん
ぼ
に
は
大
勢
の
人

が
同
じ
よ
う
な
仕
度
で
い
っ
ぱ
い
い
る

の
で
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
見
つ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
た
な
く

お
ば
あ
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
、

お
か
あ
さ
ん
た
ち
を
見
つ
け
た
。

　
今
、
植
え
て
い
る
田
ん
ぼ
は
、
耕
地

整
理
さ
れ
た
長
方
形
の
一
つ
で
、
三
十

ア
ー
ル
も
あ
る
大
き
な
田
ん
ぼ
だ
。

あ
ま
り
大
き
く
て
、
こ
の
よ
う
な
田
ん

ぼ
に
入
る
と
な
か
な
か
終
ら
な
い
の
で

お
と
な
の
人
で
も
、
一
さ
く
や
る
の
に

あ
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　
わ
た
し
は
は
じ
め
て
な
の
で
、
小
さ

い
田
ん
ぼ
に
行
き
、
う
れ
し
く
て
大
い

そ
ぎ
で
く
つ
を
ぬ
ぎ
、
道
ば
た
に
お
き

は
だ
し
で
入
る
と
、
　
「
ぶ
く
、
ぶ
く
、

ぶ
く
凶
と
、
あ
わ
が
で
た
。

な
ん
と
な
く
、
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な

変
な
感
じ
が
し
た
。
お
と
う
さ
ん
が
へ

「
こ
っ
ち
へ
来
て
植
え
ろ
已
と
い
っ
た

の
で
、
そ
ち
ら
へ
行
く
と
、
そ
ば
に
い

た
お
じ
さ
ん
が
、
　
「
お
じ
ょ
う
ち
ゃ
ん

こ
こ
が
一
か
わ
足
ら
な
い
か
ら
、
へ
り

っ
こ
に
一
か
わ
植
え
て
く
ん
な
い
凶
と

い
っ
た
。
わ
た
し
は
う
れ
し
く
て
、
田

植
え
な
ら
ど
こ
で
も
い
い
と
思
い
、
へ

り
を
植
え
は
じ
め
た
。
二
・
三
本
植
え

て
み
た
が
、
浮
い
で
し
ま
っ
た
り
、
深

く
植
え
す
ぎ
た
り
、
曲
が
っ
た
り
し
て

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
う
た
が
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
植
え
て

い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
が
し
て
き
た
。
お
と
う
さ

ん
は
、
あ
ま
り
田
植
え
を
し
た
こ
と
が

な
い
の
か
、
植
え
る
の
が
お
そ
い
の
で

わ
た
し
が
ぬ
い
て
し
ま
っ
た
。

　
大
き

い
田
ん

ぼ
が
終

っ
た
の

で
、
お

か
あ
さ

》

ん
た
ち
が
こ
ち
ら
へ
来
て
、
小
さ
い
田

ん
ぼ
に
大
勢
入
っ
た
の
で
す
ぐ
に
終
っ

て
し
ま
っ
た
。
あ
ま
っ
た
苗
た
ば
を
道

に
だ
し
、
そ
れ
を
わ
た
し
と
明
君
で
小

川
に
つ
け
て
お
い
た
。

　
小
川
と
い
っ
て
も
、
耕
地
整
理
を
し

た
あ
と
な
の
で
、
セ
メ
ン
ト
で
で
き
て

い
て
、
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
た
。

）

　
　
ノし

）
》
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こ
こ
で
み
ん
な
手
や
足
を
洗
う
の
だ
そ

う
だ
。

　
次
は
少
し
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
車

に
乗
っ
て
行
っ
た
。
前
の
田
ん
ぼ
に
く

ら
べ
て
た
い
へ
ん
小
さ
い
の
で
、
わ
た

し
と
明
君
で
は
り
き
っ
て
い
る
と
、
お

ば
あ
さ
ん
が
休
み
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
。
わ
た
し
は
、
さ
づ
そ
く
食
べ
た
。

働
い
た
せ
い
か
、
休
み
の
お
む
す
び
が

た
い
へ
ん
お
い
し
い
。
お
と
な
の
人
も

た
い
へ
ん
お
い
し
そ
う
に
食
べ
た
り
、

話
を
し
た
り
、
楽
し
そ
テ
だ
っ
た
。

　
三
十
分
ぐ
ら
い
休
ん
で
。
ま
た
は
り

き
っ
て
植
え
は
じ
め
た
。
わ
た
し
は
つ
、

な
植
え
を
し
た
。
こ
れ
は
、
つ
な
が
あ

る
の
で
曲
が
る
心
配
も
な
く
、
安
全
だ

っ
た
。
小
さ
い
田
ん
ぼ
に
大
人
数
が
入

っ
た
の
で
、
み
る
間
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
全
部
終
わ
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん

や
お
ば
さ
ん
が
喜
ん
で
、
み
ん
な
に
お

礼
を
い
っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
も
っ
と

植
え
た
い
気
持
だ
っ
た
。
来
年
も
手
伝

い
に
来
た
い
と
思
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
結
団
式
挙
行

　
発
足
二
年
目
を
迎
え
た
四
十
九
年
度

江
南
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
が
、

七
月
二
十
一
日
、
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
い

　
　
　
　
（
．
（
「

た
だ
き
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
団
員
四
百
七
十
名
、
指
導
者

三
十
九
名
で
、
単
一
団
体
（
中
学
生
）

十
二
団
、
複
合
団
体
（
小
学
生
）
七
団

が
結
成
さ
れ
、
土
曜
日
・
日
曜
日
を
主

に
、
地
域
指
導
者
・
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

〉
写
真
は
、
本
部
長
か
ら
団
旗
が

　
各
団
長
に
手
わ
た
さ
れ
、
ス
ポ

　
ー
ツ
の
意
義
を
か
み
し
め
、
あ

　
ら
た
な
決
意
の
一
瞬
で
す
。

ρ＼

（

　
▼
失
効
し
て
い
ま
せ
ん
か
▲

　
も
う
一
度
“
免
許
証
の
有
効
期
限
〃

を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

◎
免
許
証
の
有
効
期
限
は
、
あ
な
た
の

免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
年
　
月

日
」
ま
で
で
す
。

◎
有
効
期
限
が
誕
生
日
で
な
い
免
許
証

（
有
効
期
間
が
交
付
の
日
か
ら
三
年
間

の
も
の
）
は
、
そ
の
免
許
証
を
更
新
し

て
、
は
じ
め
て
有
効
期
限
が
誕
生
日
と

な
り
ま
す
。

◎
こ
の
こ
と
を
誤
解
し
て
、
有
効
期
限

が
自
動
的
に
誕
生
日
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
と
「
免
許
を
失
効
」
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
表
の
出
入
口
は
厳
重
で
も
、
風
呂
場

・
便
所
な
ど
の
小
窓
の
「
カ
ギ
」
を
か

け
忘
れ
て
い
る
家
が
、
意
外
に
多
い
も

の
で
す
。

　
当
村
で
昨
年
発
生
し
た
「
あ
き
巣
」

の
被
害
は
三
十
六
件
も
あ
り
ま
し
た
。

●
2
段
構
え
に

　
最
近
、
ド
ロ
ボ
ウ
の
侵
入
方
法
が
巧

妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
っ
か
り
し
た
錠
前
で
も
、
留
守
と

わ
か
れ
ば
、
バ
ー
ル
や
ペ
ン
チ
を
使
っ

て
あ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
一
つ
の
カ
ギ
が
こ
わ
さ
れ

て
も
簡
単
に
戸
が
あ
か
な
い
よ
う
、
二

段
三
段
の
戸
締
り
が
必
要
で
す
。

“
気
を
つ
け
よ
う
ド
ロ
ボ
ウ
は
あ

　
な
た
の
家
を
狙
っ
て
い
ま
す
〃

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
●
「
こ
ど
も
と
お
と
し
よ
り
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
9

月
21
日
～
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
交
通
弱
者
」
と
い
わ
れ
る
こ
ど
も
と

お
と
し
よ
り
を
守
る
の
は
み
ん
な
の
つ

と
め
り
警
察
で
も
7
月
～
8
月
の
「
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
に
ひ
き
つ
づ

き
総
力
を
あ
げ
て
事
故
防
止
に
と
り
く

み
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
か
ら
交

通
事
故
に
よ
る
ぎ
せ
い
者
を
出
さ
な
い

よ
う
、
歩
行
者
の
方
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
も
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Φ
ー
【
・
ー
呈
ー
ー
互
亘
『
塁
ー
塁
1
ー
星
ー
1
－
1
－
5
亘
ー
1
ー
二
夏
璽
ー
塁
豆
ー
呂
ー
二
ー
5
互
ー
ユ
ー
塁
ー
茎
ー
呂
r
－
5
ー
塁
ー
2
－
2
－
5
Φ

．＿＿＿警察官募集＿＿＿
　埼玉県警察では、昭和50年2月及び4月に採用する警
察官を募集しています。
　県民の豊かな生活と安全を守る価値ある仕事です。
健康で希望に燃える若人の応募を期待しておりまず。
1　受験資格及び採用人員

試　験　区　分（学　歴） 受験資格
』
採 用予定
人　　　員

男
子

大学卒・卒業見込の者（A）
高校・短大等の卒業・卒業見込の者（B）

昭和22年4月2
日から昭和32年
4月1日までに
生れた者

1
4
5
0
名

婦　人　警　察　官 50名

●おおむね次の体格基準が必要です。

　　男子…身長158cm以上で、身体に異常がないこと。
　　女子…身長153cm以上で、身体に異常がないこと。
2　試験日・受付期限

区　分 第一次試験日 試　　　　験　　　　場

男　子
10月6日（日）

大宮・川越・熊谷・春日部市

女　子 大　　宮　　市

●　締切りは9月20日（金）ですが、やむを得ない場合は
試験当日も受付いたします。なおくわしくは、最寄の
　警察・派出所・駐在所又は県警本部警務課
　　　　〔電話　0485－24－2121　内線2314〕へどうぞ

◎
夏
ー
ー
5
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1
重
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墨
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甲
l
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・
重
重
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墨
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甲
1
・
亘
響
ー
・
亘
亘
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昌
蟹
ー
I
I
l
I
r
I
I
◎
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プ
ロ
パ
ン
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く

　
家
庭
燃
料
と
し
て
便
利
な
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
も
、
そ
の
性
質
を
よ
く
知
り
、
正

し
く
使
用
し
な
い
と
思
わ
ぬ
災
害
を
ま

ね
き
ま
す
。

　
ブ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
お
も
な
事
故
原
因

を
み
ま
す
と
、

O
　
コ
ッ
ク
を
よ
く
し
め
な
か
っ
た
。

○
　
ガ
ス
の
に
お
い
に
気
づ
き
な
が
ら

　
　
点
火
し
た
。

○
　
点
火
の
順
序
を
誤
っ
た
。

　
な
ど
の
取
扱
い
の
不
注
意
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ー
　
ガ
ス
使
用
後
は
、
元
栓
も
確
実
に

　
　
し
め
ま
し
ょ
う
。

野
　
点
火
の
場
合
は
、
ま
ず
マ
ッ
チ
を

　
　
つ
け
、
次
に
ガ
ス
コ
ッ
ク
を
開
き

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
　
自
動
点
火
式
で
は
、
点
火
の
有
無

　
　
を
よ
く
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

3
　
燃
焼
器
具
は
、
と
き
ど
き
掃
除
を

45

しス○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
気
よ
り
一

倍
も
重
く
、

　
れ
窓
を
開
け
た
ぐ
ら
い
で
は
、

　
な
か
屋
外
に
で
ま
せ
ん
か
ら
、

　
二
ヵ
所
に
換
気
窓
を
も
う
け
る
こ
と

　
が
必
要
で
す
。

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
完
全
に
燃
焼
す
る

　
　
　
　
　
た
め
に
は
、
約
三
十
倍
の

　
　
　
　
　
空
気
が
必
要
で
す
か
ら
、

換
気
通
風
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

○
ガ
ス
洩
れ
を
調
べ
る
に
は
、
ガ
ス
管

　
の
つ
ぎ
目
や
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
石
け

　
ん
水
を
ぬ
る
と
ヒ
ビ
割
れ
部
分
か
ら

　
泡
が
で
ま
す
の
で
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

　
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
．
一
年
ぐ
ら
い
で
新

　
品
と
取
か
替
え
ま
し
ょ
う
。

の
事
故
を

ま
し
よ
う

マ
ッ
チ
を
付
け
た
り
、
電
気
器
具

の
使
用
は
危
険
で
す
。

・
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
強
く

　
な
ろ
う
、
ご
存
知
で
す
か
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
五

　
　
　
　
洩
れ
る
と
低
い
方
へ
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下

ま
め
辞
典

し
ま
し
ょ
う
。

使
用
中
に
炎
が
消
え
た
と
き
は
、

ま
ず
コ
ッ
ク
を
閉
め
、
窓
を
あ
け

ほ
う
き
で
外
に
は
き
出
す
な
ど
、

ガ
ス
を
屋
外
に
出
し
、
取
扱
店
に

点
検
を
依
頼
す
る
の
が
、
も
っ
と

も
安
全
で
す
。

ガ
ス
の
に
お
い
が
し
た
と
き
は
、

芦（
ξ

）

）

幟
き
覆
縦
縦
祉
磯
嚢
縦
祉
盆
稚
縦
袋
縦
鞭
き
縦
諜

1鷲雛叢雛謙懸欝
　　　　　　，　　主催謹選鷺套

　会場…熊谷会館ホール
　日　時…9月26日（木）
世時間…昼の部11時30分開演
叢　　　　　夜の部　4時30分開演
導　出演者…片岡仁左衛門　中村富十郎　阪
難　　　　東好太郎’実川延若　外77名
懲　　　けし、せし、はんごんこうどもまた

叢演目（・）傾城反魂香吃又
導　　　　　　　　おめみえこうじょう

祉　　　　（2）御目見得口上
祉　　　　　　　　　　　ゆうぎりいざえもんくるわぶんしょう

　　　　　（3）夕霧伊左衛門廓文章　吉田屋
　　　　　　　　　　　　　　　　モ　前売開始…8月12日（月）　午前10時から
　※入場券前売所※
　　　　じ　　〔熊谷市〕
鑑　熊谷会館八木橋百貨店谷田楽器

懲『　店朝日堂書店清水苔店

き　◎入場料　　　　’　　　特別席一……・・1，800円
　　　　1等席…………1，500円
謹　2等席…。…1・200円

　　　　　　　　　　　　　　捌5一

　
熊
谷
婦
人
の
職
業

　
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
紹
介

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
人
、

雇
用
し
た
い
企
業
の
た
め
に
、
求
人
求

職
・
相
談
・
職
業
紹
介
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
公
開
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め

の
職
業
情
報
の
提
供
と
、
職
業
相
談
を

積
極
的
に
行
な
い
、
就
職
の
拡
大
を
図

る
た
め
熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

次
の
場
所
に
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
を
開
設

い
た
し
て
お
り
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
場
所
（
株
）
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
七
階

　
電
話
（
二
四
）
三
五
三
一

　
勤
務
時
間
へ
定
休
日
（
水
曜
日
）
な

　
ど
は
デ
パ
ー
干
と
同
じ
で
す
つ

蒼

　
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）

　
　
　
　
　
　
事
務
の
出
張

　
今
ま
で
は
、
県
庁
内
で
取
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
遠
方
の
か
た
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
定
期
的
に
次
の
場
所
へ
出
張

窓
口
を
開
設
し
、
一
般
旅
券
発
給
事
務

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
　
取
扱
い
事
務

　
　
一
般
旅
券
発
給
申
請
の
受
理
並
び

　
に
旅
券
交
付
事
務
。

　
　
　
　
）
　
）

　
　
な
お
、
緊
急
申
請
・
紛
失
・
盗
難

　
等
に
よ
る
再
発
給
申
請
な
ど
、
特
別

　
の
理
由
の
あ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

二
　
日
時
及
び
場
所

　
O
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
の
間

　
○
熊
谷
地
方
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
熊
谷
地
方
庁
舎
内
）

　
※
当
日
が
国
民
の
祝
日
に
よ
り
休
日

　
と
な
る
と
き
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
年
始
の
十
二
月
二
十
八

　
日
か
ら
、
一
月
四
日
ま
で
ば
、
開
設

　
し
ま
せ
ん
。

三
　
申
請
か
ら
受
領
ま
で
の
期
間

　
q
D
二
週
間
と
し
、
申
請
し
た
際
指
定

　
し
た
日
に
同
じ
場
所
で
交
付
し
ま
す
。

　
ω
指
定
し
た
日
に
、
受
領
し
な
か
っ

　
た
旅
券
は
、
県
庁
内
（
第
二
庁
舎
）
一

　
階
旅
券
渉
外
課
）
で
交
付
し
ま
す
。

四
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
　
申
請
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て

　
は
、
旅
券
渉
外
課
（
電
話
　
浦
和
局

　
〇
四
八
八
（
二
四
）
二
二
一
．
内

　
線
二
三
三
二
～
四
）
へ
お
問
い
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
な
板
の
衛
生

　
ま
な
板
は
表
面
の
切
り
込
み
の
所
に

細
菌
が
残
り
、
ど
ん
ど
ん
繁
殖
す
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
使
用
後
は
中
性

洗
剤
と
タ
ワ
シ
で
よ
く
洗
い
流
し
、
熱

湯
を
か
け
て
消
毒
し
乾
燥
し
ま
し
ょ
う
。




